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広報かわうち 平成 24 年７月

KAWAUCHI

　

今
年
で
第
47
回
目
を
迎
え
る
天
山
祭

は
、
７
月
16
日(

月)

に
開
祭
し
ま
す
。

　

川
内
村
復
興
の
第
一
歩
で
も
あ
り
ま

す
の
で
、
よ
り
多
く
の
村
民
の
方
々
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　

平
成
24
年
７
月
16
日(

月
）

　
　
　

午
後
２
時
よ
り

会
場　

天
山
文
庫　

前
庭

　

※
雨
天
の
場
合
に
は
、
い
わ
な
の
郷

　
　

「
体
験
交
流
館
」

第
47
回 

天
山
祭
り
　

７
月
16
日
開
催

参
加
費　

一
人
５
０
０
円

内
容　

い
わ
き
の
子
供
じ
ゃ
ん
が
ら
念

仏
踊
り
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

問
合
せ　

　

川
内
村
公
民
館
（
生
涯
学
習
係
）

電
話　

０
２
４
０-

３
８-

３
８
０
６

　

第
65
回
目
を
迎
え
る
夏
季
野
球
大
会
の
参
加

チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
チ
ー
ム
の
代
表
者
は
、

次
の
と
お
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
多
数
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
期　

日　

８
月
13
日(

月
）

■
場　

所　

川
内
村
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
主　

催　

川
内
村
・
川
内
村
体
育
協
会

■
参
加
資
格　

中
学
生
以
上
の
本
村
に
居
住
す  

          

る
者
お
よ
び
本
村
出
身
者
並
び
に

          

配
偶
者
お
よ
び
子
供

■
申
込
締
切　

７
月
12
日(

木
）

■
申 

込 

先　

川
内
村
公
民
館　

電
話　

０
２
４
０-

３
８-

３
８
０
６

抽
選
会
な
ど　

参
加
予
定
チ
ー
ム
代
表
に
ご
連

絡
し
ま
す
。

＊
チ
ー
ム
多
数
の
場
合
は
、
８
月
12
日
か
ら
の

開
催
も
検
討
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。（
チ
ー
ム
代
表
者
会
議
及
び
実
行
委
員

会
な
ど
で
決
定
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。）

　

大
人
の
仲
間
入
り
を
お
祝
い
す
る
平
成
24
年

度
川
内
村
成
人
式
を
、
次
に
よ
り
開
催
い
た
し

ま
す
の
で
該
当
さ
れ
る
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
成
人
式
の
参
加
申
し
込
み
受
付

を
行
い
ま
す
の
で
、
左
記
に
よ
り
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
村
外
在
住
者
に
は
、
ご
家
族
の
方

か
ら
早
め
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

■
期　

日　

８
月
14
日(

火)

午
前
10
時
か
ら

■
会　

場　

川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー　

（
２
階
大
ホ
ー
ル
）

■
対
象
者　

平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
村
内
在

住
者
お
よ
び
本
村
出
身
者
で
す
。

■
申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
に
本
籍
現
住
所
、

          

生
年

月
日
、
参
加
者
氏
名
を
記
入
し
、
７
月
20
日

(

金)

ま
で
に
川
内
村
公
民
館
（
〒
９
７
９-

１
２
０
１　

川
内
村
大
字
上
川
内
字
小
山
平
15

番
地
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

川
内
村
公
民
館

電
話　

０
２
４
０-

３
８-

３
８
０
６

平成24年度成人式
８月14日開催

第65回夏季野球記念
大会参加チーム募集
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東京電力(株)福島第一原子力発電所
４号機について

住民の皆様へ

　内閣府大臣政務官の園田康博でございます。

　昨年３月に発生した東京電力(株)福島第一原子力発電所の事故により、今もって住民の皆様に多大

なるご迷惑とご不便をお掛けしておりますこと、心よりお詫び申し上げます。

　私が運営会議議長を務める政府・東京電力中長期対策会議では、昨年12月に決定した｢東京電力(株)

福島第一原子力発電所１～４号機の廃止措置などに向けた中長期ロードマップ｣に沿って、１～４号機

の廃炉に向けた取組に全力で取り組んでおります。また、住民の皆様のご理解を頂きながらこうした

取組を進めるため、毎月福島県内で地元自治体・報道関係者へ進捗状況をご説明するとともに、ホー

ムページに説明資料を掲載するなど、説明責任を果たし、透明性を高めるよう努めてまいりました。

　当面の大きな目標である４号機使用済燃料プールからの燃料取り出しについては、来年中に開始す

るべく、ガレキの撤去、建屋カバーの設置工事などを実施しております。一方、４号機原子炉建屋に

ついて、水素爆発によって建屋上部が損傷しており、また、多数の使用済燃料が貯蔵されていること

から、建屋の健全性についてご心配の声があるものと承知しております。政府・東京電力としては、

再び東北地方太平洋沖地震と同程度の地震（震度６強）が発生しても使用済燃料プールを含め４号機

原子炉建屋の耐震性が十分であること、建屋は傾いていないことを確認しておりますが、現状を楽観

視することなく、科学的知見に基づいて常に厳しく現実を直視し、対策を進めております。こうした中、

次頁のとおり、これまでに確認した情報や現場の取組について改めてご説明することとしました。

　今後とも、地域及び国民の皆さまの御懸念や御疑問に答えていけるようきめ細かく取り組んでまい

ります。

平成24年６月　

　　（本件に関するお問い合わせ先）

　　　・経済産業省資源エネルギー庁電力・ガス事業部原子力政策課

　　　　　原子力発電所事故収束対応室　　　　　　　　電話０３－３５８０－３０５１

　　　・経済産業省原子力安全・保安院企画調整課　

　　　　　東京電力福島第一原子力発電所事故対策室　　電話０３－３５０１－９５４７

政府・東京電力中長期対策会議運営会議議長

内閣府大臣政務官　園　田　康　博
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４号機原子炉建屋の健全性について

建屋が傾いていないことを確認しました
水面は常に水平であることを利用して、５階床面と原子炉ウェルおよび使用済燃料プールの水面の距

離を各々４隅(８ケ所)測定し、４隅の測定値がほぼ同じであることから、床面と水面は平行であり、建

屋が傾いていないことを確認しました（平成24年２月７日、４月12日、５月18日の３回実施済）。

距離 距離 

1）建屋が傾いていない場合

 

距離がほぼ同じ 

距離 距離 

2）建屋が傾いている場合

 

距離が異なる 

5階床面 

北 

機器貯蔵プール 

原子炉ウェル 

使用済燃料プール 

① 

③ 
④ 

⑤ ⑥ 

⑦ 

⑧ 
約11m 

約10m 

約12m 

：測定箇所 

② 

測定箇所（5階床面） 

測定方法 
※測定は、目視により行っているため

 
若干の誤差が考えられます。 

5階床面 

鋼製定規 

測定値 

使用済燃料プール、 
原子炉ウェル水面 

測定結果 
※H24.2.7 は原子炉ウェルのみを測定しました。

 

※水位は冷却設備の運転状況により日によって変化します。

 

単位[ｍｍ]単位[ｍｍ]
 

 

④

③

②

①

測定日原子炉
ウェル

④

③

②

①

測定日原子炉
ウェル

⑧

⑦

⑥

⑤

測定日使用済燃料
プール

⑧

⑦

⑥

⑤

測定日使用済燃料
プール
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余震に対する耐震性を確認しました
①水素爆発による損傷を考慮した解析モデルを用いて解析評価を行い、再び東北地方太平洋沖地震と

同程度の地震（震度６強）が発生しても、原子炉建屋全体が十分な耐震安全性を有していることを、

外部専門家から意見を伺いつつ確認しました。

②建屋の損傷やプール水が高温になった影響を考慮した高度な解析モデルにより、使用済燃料プール

の壁や床の部材の強度が十分であることを確認しました。

なお、使用済燃料プールからの水漏れや周辺の壁の損傷は確認されていません。

使用済燃料プールにおいては、撮影された写真から一定の水量が注水されており、プール下部にあた

る２階で漏水等が発生していないことを確認しています。

プール周辺の壁（シェル壁）については、１・２階は調査により損傷が無いことが確認できており、３階

についても厚さが1850ｍｍであることから損傷が無いものと評価しています。

 

 

 
 

 

原子炉建屋断面図 解析モデル(水平方向) 

3Ｆ 

4Ｆ 

5Ｆ 

2Ｆ 

1Ｆ 

RＦ 

 
5Ｆ 

1Ｆ 

2Ｆ 

4Ｆ 

3Ｆ 

RＦ 

 

機器貯蔵 
プール 

 

B1Ｆ 

モデル化 建屋各階の重量を黒丸に置き
換え（モデル化）、耐震性に
ついて解析評価 

2F  

5F  

機器貯蔵プール 

使用済燃料プール 
原子炉ウェル 

外壁（北面） 
外壁（西面） 

原子炉建屋断面図 

解析モデル 

モデル化 

使用済燃料プール 

 モデル化範囲 

原子炉ウェル 

機器貯蔵 

プール 

5Ｆ 

1Ｆ 

2Ｆ 

4Ｆ 

3Ｆ 

プール下部(床の状況) 
プール内の状況 

2階シェル壁の状況 

４号機原子炉建屋は、水素爆発により建屋の上部が損傷した状態となっておりますが、

再び東北地方太平洋沖地震と同程度の地震（震度６強）が発生しても使用済燃料プール

を含め原子炉建屋の耐震性が十分であること、建屋は傾いていないことを確認しており

ます。しかし、政府・東京電力は、現状を楽観視することなく、科学的知見に基づいて

常に厳しく現実を直視し、対策を進めてまいります。こうした観点から、使用済燃料プー

ルからの一刻も早い燃料の取り出しに向けて全力で取り組んできております。

東京電力㈱福島第一原子力発電所

使用済燃料プール原子炉ウェル
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使用済燃料プールの底部を補強しました
余震に対する耐震性の確認（前頁参照）に加え、さらに使用済燃料プール底部を補強して、耐震余裕度

を20％以上向上させました。

建屋の定期的な点検（第 1 回）を行いました
第１回目の定期的な点検を平成24年５月17日～23日に実施しました。点検の結果、建物全体および使

用済燃料プールが地震に対して耐震性が十分であることを確認しました。今後も定期的に点検を実施

し、原子炉建屋全体の健全性を確認します。

政府による視察確認
平成24年４月23日に中塚副大臣ほか、５月26日に細野大臣、柳澤副大臣、園田政務官ほか政府関係者が

４号機原子炉建屋を視察し、建屋の健全性を確認しました。

 

 

 
 

 

※鋼製支柱(緑)の設置後、コンクリート壁(赤)を構築 
 

※ 工事完了：平成23 年7月30 日 
※ 写真撮影：①平成23 年5月21 日 ②平成23 年6月15 日 ③平成23 年5月20 日 

鋼製支柱 

③ 2階シェル壁の表面
（ｺﾝｸﾘｰﾄ壁構築前）

 

コンクリート壁

使用済
燃料プール

鋼製
支柱

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁

鋼製
支柱

コンクリート打設後

コンクリート打設前

コンクリート壁

使用済
燃料プール

鋼製
支柱

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁

鋼製
支柱

コンクリート打設後

コンクリート打設前

① プール下階からの見上げ 
（ｺﾝｸﾘｰﾄ壁構築前） 

② 鋼製支柱 
（ｺﾝｸﾘｰﾄ壁構築

＜ｺﾝｸﾘｰﾄ壁打設前＞ 

＜ｺﾝｸﾘｰﾄ壁打設後＞ 

   

 

 
 

 

 

２階における使用済

燃料プール底部に設置し

た支持構造物による補強

の状況の確認の様子。

５階床面とプール水面が平
行であることを確認

①建屋が傾いていないこと
　の確認　　　（水位測定）

建築基準法の制限値以内で
はあるものの、外壁の一部
に局所的な膨らみを計測。
しかし、建物全体では傾き
は無いことを確認

②建屋が傾いていないこと
　確認　　　（外壁測定）

③目視点検 ④コンクリートの強度確認

１mm以上のひび割れや鉄筋
の腐食の可能性のあるひび
割れがないことを確認

設計基準強度22.1N/mm2以上
であることを確認

５階における使用済燃料

プール水面と床面の水平

度を測定する方法の確認

の様子。

(５月26日)　

政府・東京電力中長期対策会議運営　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年６月

②の点検結果を受け、原子力安全・保安院は東京電力に対して、膨らみを計測した外
壁面の詳細な現場確認と健全性評価を行い、原子炉建屋及び使用済燃料プールの耐震
性安全性の詳細評価を行うよう指示しました。これは、現状を常に厳しく評価すると
の観点から行うものです。
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号機燃料取り出し用カバーのイメージ

建屋上部・使用済燃料プール側の瓦礫撤去を完了しました
原子炉建屋上部の瓦礫の撤去を進めており、使用済燃料プール近傍の瓦礫撤去は完了しました。現在、

同プールの逆側（北側）の瓦礫撤去を進めており、原子炉建屋上部の全ての瓦礫撤去は、平成24年度半

ばに完了予定です。

 

 

 
 

 

 

＜燃料の取り出しに向けた取り組み＞

平成24 年５月 平成23 年7月 

 
5階床レベル 

5階床レベル 

H24年度半ばに  
撤去完了予定 

（４号機原子炉建屋の外観） 

4

 

燃料取り出し用カバー工事に着手しました
燃料取り出しのための設備の支持、作業環境の整

備および燃料取り出し作業に伴い発生する放射性

物質の飛散・拡散抑制を目的に設置する【燃料取り

出し用カバー】工事を平成24年４月17日に着手し

ました。

燃料の取り出しを着実に進めます
燃料取り出し用カバーの完成後、燃料をより安定的な貯蔵状態とするため、燃料の状態を確認した上

で、発電所内にある共用プールに輸送容器を用いて移送します。燃料取り出しの開始は、平成25年中が

目標です。

＜本件に関するお問い合わせ先＞

・経済産業省資源エネルギー庁電力・ガス事業部原子力政策課　原子力発電所事故収束対応室　

電話 ０３-３５８０-３０５１

・経済産業省原子力安全・保安院企画調整課　東京電力福島第一原子力発電所事故対策室　　　

電話 ０３-３５０１-９５４７

  

原子炉建屋

雨水浸入対策

北 

燃料取り出し用カバー

共用プール 構内移送 

使用済燃料プール 

使用済燃料貯蔵ラック 

燃料取り出し用カバー 
作業環境整備区画（点線内） 

燃料集合体 

原子炉建屋

構内用輸送容

燃料取り出し 

クレーン 

燃料取扱機 

燃料取扱 

※燃料取り出し用カバーおよび燃料取扱設備（クレーン、燃料取扱機） 
 を設置し、使用済燃料プール内の燃料の取り出し作業を行います。 

燃料取り出し作業のイメージ 
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 原子力事故で被害を受けた農地に対し、深耕や反転耕などを行うこ
とによって原状を回復させる。 

事 業 内 容 農業復興に向けた農地復旧作業（例） 

除  草 

深  耕 

反 転 耕 

ゼオライト散布 

砕  土 

川内村農地復興組合 

各区復興組合員および草地復興組合員
 

実 施 体 制 

川内村役場 

各区復興組合および草地復興組合 

指導・助言、事業計画の認定 事業委託・委託金の交付 

※作業の委託     作業賃の支払い（個
人で実施した場合）

 
作業賃の支払い 
（組合で実施した場合） 

作
 
業

 
実

 
施

 
※組合は村内の農地を耕作または所有している農家で構成します。 

問合せ 農村振興課 農政係 TEL 38-2115

作 業 内 容 

○深耕 除草(7～８月) 深耕(深耕ロータリー) 

土壌改良材・ケイ酸カリ散布(ライムソワ) 耕起(通常ロータリー) 

○反転耕 除草(7～８月) 反転耕(リバーシブルプラウ) 

土壌改良材・ケイ酸カリ散布(ライムソワ) 耕起(通常ロータリー) 

○反転耕(草地) 除草(7月) 反転耕(リバーシブルプラウ) 

砕土(バーチカルハロー・ディスクハロー) 

土壌改良材・ケイ酸カリ散布(ライムソワ) 耕起(通常ロータリー) 

整地(K型ローラー) 施肥・播種 

（７～１１月で実施) 

（７～１１月で実施) 

（８～１２月で実施) 

○表土除去 除草(９～１０月) 表土除去(１０～１１月で実施) 

※土壌の汚染度で工法が変わります。(～3,000Bq/kg：深耕、
3,000～5,000Bq/kg：反転耕、5,000Bq/kg：表土除去) 
 
※いずれの工程も、作業実施前、実施後で土壌分析調査を業者に
依頼します。 

農村振興課から村内農地の
復旧（除染）作業のお知らせです。

農村振興課から村内農地の
復旧（除染）作業のお知らせです。

　平成23年3月11日に起きた原子力発電所事故によって汚染さ

れた農地の除染を7月より開始いたします。

　この除染は平成25年度の水稲作付を初め、農業の早期復興を

実現するための第一条件で、村では川内村農地復興組合を立ち上

げ地域全体で一丸となって取り組んでいきたいと考えています。
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村
内
施
設
に
設
置
し
て
い
る
セ
コ
ム
シ
ス

テ
ム
の
管
理
業
務
の
嘱
託
員
を
募
集
い
た
し

ま
す
。

①
職　

種

　

 

嘱
託
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ス
タ
ッ
フ　

　

２
名
程
度

②
仕
事
内
容
に
つ
い
て

   　

村
内
設
置
セ
コ
ム
シ
ス
テ
ム
（
現
在
５

箇
所
）
内
で
、
異
常
信
号
を
受
信
し
た
際

に
、
25
分
以
内
に
私
有
車
両
を
使
用
し
て

緊
急
対
応
、
巡
回
業
務
等
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
た
確
認
後
、
速
や
か
に
会
社

へ
連
絡
し
て
い
た
だ
く
業
務
に
な
り
ま

す
。

・
未
経
験
者
で
も
安
心
し
て
業
務
に
就
け

る
教
育
制
度
、
研
修
制
度
あ
り
。

・
研
修
所
で
の
研
修
が
７
日
間
あ
る
が
、

交
通
費
、
食
費
、
宿
泊
費
の
全
て
補

助
。

・
研
修
期
間
中
に
つ
い
て
は
、
別
途
給
与

を
支
給
し
ま
す
。

　

新
規
大
学
な
ど
を
卒
業
予
定
の
方
、
平
成

22
年
３
月
以
降
に
卒
業
し
て
、
現
在
就
職
活

動
を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
正
社
員
で
雇

用
す
る
計
画
の
あ
る
県
内
企
業
と
の
面
接
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

７
月
開
催
分

●
開
催
日
な
ど

　

７
月
17
日(

火)

～
福
島
・
二
本
松
地
区

の
企
業
35
社
が
参
加
予
定
～　

〈
実
施
内
容
〉

　

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー　

午
前
11
時
～
12
時

　

合
同
就
職
面
接
会　
　

午
後
１
時
～
４
時

〈
会
場
〉　
　

コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま　
　
　

③
求
人
に
つ
い
て

　
　

緊
急
時
の
対
応
と
な
る
た
め
、
25
分
以

内
に
対
応
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
自
営
業
者

や
農
家
な
ど
の
定
職
を
持
っ
て
い
る
方
で

も
求
人
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
　

原
則
採
用
者
で
24
時
間
対
応
と
な
る
た

め
、
採
用
人
数
に
よ
っ
て
は
時
間
の
調
整

も
可
能
で
す
。

④
給
与
に
つ
い
て

　
　

別
途
お
問
合
せ
願
い
ま
す
。
採
用
人
数

で
変
更
が
あ
り
ま
す
。

⑤
異
常
対
処
以
外
の
時
間
に
つ
い
て

　

異
常
発
生
時
（
例　

停
電
な
ど
）
に
は
、

携
帯
電
話
に
連
絡
が
い
き
ま
す
。

　

異
常
の
対
象
物
件
に
25
分
以
内
に
到
着

し
確
認
が
出
来
る
状
態
で
あ
れ
ば
、
そ
の

他
制
約
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑥
契
約
期
間

　

１
年
で
の
自
動
更
新
。

⑦
労
働
条
件

賞
与
な
し
、
交
通
費
な
し
、
昇
給
な
し
、

保
険
加
入
な
し

⑧
問
合
せ

　

セ
コ
ム
株
式
会
社　

郡
山
統
轄
支
店　

　

業
法
担
当
課
長　

千　

葉

　

〒
９
６
３-

８
０
０
２

　

郡
山
市
駅
前
１-

14-

19

　

電
話　

０
２
４-

９
２
３-

５
６
６
６

　

（
福
島
市
三
河
南
町
１
番
20
号
）

〈
問
合
せ
〉

　

福
島
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク　

　

電
話
０
２
４-

５
３
４-

０
４
６
６

　

７
月
24
日(

火
）
～
郡
山
・
須
賀
川
・
白

河
地
区
の
企
業
50
社
が
参
加
予
定
～　

〈
実
施
内
容
〉

　

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー　

午
前
11
時
～
12
時

　

合
同
就
職
面
接
会　
　

 

午
後
１
時
半
～
４

時

〈
会
場
〉　
　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　
　
　
　

（
郡
山
市
南
２
丁
目
52
番
地
）

〈
問
合
せ
〉

　

郡
山
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク　

　

電
話
０
２
４-

９
２
７-

４
６
３
３

●
主
催

 

セ
コ
ム
株
式
会
社

 
就　

労　

情　

報

 

学
生
の
皆
さ
ん
へ

　

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
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『
福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
浜
』の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

（
申
込
不
要
、
参
加
費
無
料
）

１　

開
催
日
程
（
平
成
24
年
）

　

７
月
１
日(

日
）
及
び
７
月
22
日(

日
）

　

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
、
新
卒
応
援

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
福
島
県

●
そ
の
他　

①
事
前
申
込
不
要
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

②
参
加
事
業
所
は
各
会
場
の
開
催
一
週
間
前

に
、
福
島
労
働
局
Ｈ
Ｐ
上
で
公
開
し
ま
す

③
事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人
事
担
当
者

と
の
個
別
面
談
、
安
定
所
な
ど
各
機
関
に

よ
る
職
業
相
談
・
情
報
提
供
な
ど
を
行
い

ま
す
。

８
月
開
催
分

●
開
催
日
な
ど

　

８
月
20
日(

月
）　

～
県
内
の
企
業
80
社
が

参
加
予
定
～　

〈
実
施
内
容
〉

　

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー　

午
前
11
時
～
12
時

　

合
同
就
職
面
接
会　
　

午
後
１
時
～
４
時

〈
会
場
〉
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　
　
　
　

（
郡
山
市
南
２
丁
目
52
番
地
）

●
主
催

　

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
、
新
卒
応
援
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
、
福
島
県

●
実
施
内
容　

　

事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人
事
担
当
者

と
の
個
別
面
談
、
安
定
所
な
ど
各
機
関
に
よ

る
職
業
相
談
・
情
報
提
供
な
ど

●
そ
の
他　

①
事
前
申
込
不
要
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

②
参
加
事
業
所
は
各
会
場
の
開
催
一
週
間
前

に
、福
島
労
働
局
Ｈ
Ｐ
上
で
公
開
し
ま
す
。

③
事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人
事
担
当
者

と
の
個
別
面
談
、
安
定
所
な
ど
各
機
関
に

よ
る
職
業
相
談
・
情
報
提
供
な
ど
を
行
い

ま
す
。

〈
問
合
せ
〉

　

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

　

電
話
０
２
４-

５
２
９-
５
３
９
６

  

10
：
00
～
13
：
00

　

（
９
：
30
受
付
開
始
）

　

※
両
日
程
と
も
開
催
時
間
は
同
じ

２　

場
所 

　

南
相
馬
市
原
町
区
萱
浜
字
巣
掛
場
45-

 

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

　

浜
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
！

１
１
２
（
道
の
駅
南
相
馬
交
差
点
を
東
に

８
０
０
ｍ
）

３　

対
象
者　

　

進
学
を
希
望
し
て
い
る
高
校
生
お
よ
び
社

会
人

　

※
本
校
に
興
味
を
持
っ
た
方
は
、
ど
な
た

で
も
参
加
可
能

４　

平
成
25
年
度
募
集
科 

短
期
大
学
校

　

計
測
制
御
工
学
科
（
定
員
20
名
）

能
力
開
発
校

　

機

械

技

術

科
（
定
員
15
名
）

　

自
動
車
整
備
科
（
定
員
20
名
）

　

建　
　

築　
　

科
（
定
員
15
名
）

５　

当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

  

９:

30
～
10:

00  　

受　

付

  

10:

00
～
10:

30　
　

概
要
説
明 

　

10:

30
～
12:

30　
　

各
科
説
明 

　

12:

30
～
13:

00　

  

学
生
寮
見
学

　
　
　
　
　
　
　
　

  

ま
と
め

問
合
せ

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
浜

〒
９
７
５-

０
０
３
６　

南
相
馬
市
原
町
区
萱
浜
字
巣
掛
場
45-

１
１
２

電
話
０
２
４
４-

２
６-

１
５
５
５

学
生
募
集
担
当　

髙
橋
・
鈴
木
・
星

 

内
閣
府　

復
興
支
援
型
地
域
社
会
雇
用
創
造
事
業

　

新
た
な
一
歩
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
講
の
お
知
ら
せ

　

震
災
被
害
か
ら
の
復
興
を
目
指
し
、
一
日

も
早
く
日
常
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
、
就
労

や
起
業
を
目
指
す
皆
様
の
た
め
の
研
修
事
業

で
す
。
開
催
場
所
は
郡
山
市
、
福
島
市
、
い

わ
き
市
の
３
ケ
所
。
期
間
は
末
尾
に
記
載
し

て
あ
り
ま
す
。

Ａ
コ
ー
ス

（
就
労
を
目
指
す
皆
様
へ
）

　

企
業
の
理
念
や
組
織
を
学
ん
だ
上
で
、
実

務
の
知
識
や
、
就
労
の
際
必
ず
必
要
に
な
る

パ
ソ
コ
ン
技
術
や
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・
ツ

イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
つ
い
て
研
修
し
、
そ
の
上
で
、
企
業
で

の
活
動
を
実
際
に
体
験
し
ま
す
。

Ｂ
コ
ー
ス

（
起
業
を
目
指
す
皆
様
へ
）

　

新
た
に
起
業
を
目
指
す
人
、
ま
た
、
こ
れ

ま
で
経
営
し
て
い
た
会
社
の
事
業
拡
大
や
、
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会
社
名

大
新
東
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
㈱

福
島
営
業
所

○
川
内
中
学
校
（
給
食
調
理
員
）　

　

勤
務
時
間　

８:
00
～
16:

45

　

時
給　
　
　

８
３
８
円
～

　

交
通
費　
　

別
途
支
給
（
上
限
あ
り
）

　

休
日　
　
　

土
曜
日
・
日
曜
日

○
代
務
作
業
員
（
従
業
員
が
休
み
の
時
の
代

替
の
仕
事
）

　

時
給　
　
　

７
０
０
円
～

　

交
通
費　
　

別
途
支
給
（
上
限
あ
り
）

　

休
日　
　
　

土
曜
日
・
日
曜
日

○
就
業
場
所

　

川
内
小
学
校
・
川
内
中
学
校
・
川
内
村
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

○
提
出
書
類　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

○
募
集
締
切　

平
成
24
年
７
月
13
日

○
問
合
せ　

〒
９
６
３-

８
０
２
４　
　
　

郡
山
市
朝
日
三
丁
目
２-

34

　

シ
ダ
ッ
ク
ス
う
ね
め
通
り
ク
ラ
ブ
２
Ｆ

　

電
話
０
２
４-

９
３
８-

５
７
６
１

新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
を
目
指
す
皆
様
が
、

事
業
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
力
を
身
に
付
け
る

た
め
の
研
修
で
す
。

　

実
際
の
企
業
で
の
研
修
な
ど
を
通
じ
、
事

業
に
対
す
る
新
た
な
見
方
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身

に
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
程

郡
山
市

Ａ
コ
ー
ス

　

①
７
月
30
日
～
９
月
13
日

　

②
８
月
20
日
～
９
月
28
日

　

③
１
月
15
日
～
２
月
26
日

Ｂ
コ
ー
ス

　

①
７
月
２
日
～
８
月
17
日

　

②
10
月
15
日
～
11
月
26
日

福
島
市

Ａ
コ
ー
ス

　

①
７
月
23
日
～
９
月
６
日

　

②
11
月
12
日
～
12
月
26
日

　

③
１
月
28
日
～
３
月
11
日

い
わ
き
市

Ａ
コ
ー
ス

　

①
７
月
９
日
～
８
月
24
日

　

②
11
月
15
日
～
11
月
26
日

　

コ
ー
ス
開
催
日
程
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

応
募
状
況
な
ど
に
よ
り
、
開
催
場
所
・
日
程

共
に
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
月
曜
か
ら
金
曜
、
昼

食
を
挟
ん
で
、
１
日
６
時
間
。
６
週
間
で

１
８
０
時
間
の
研
修
で
す
。

　

対
象
者
は
、
就
労
や
起
業
を
目
指
す
方
な

ら
ば
、
年
齢
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
以
外
の
地
区
で
の
開
催
に
つ
い
て

は
、
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

特
定
の
条
件
を
満
た
す
方
は
、
活
動
支
援

金
を
申
請
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

参
加
申
込
み
・
問
合
せ

内
閣
府　

復
興
支
援
型
地
域
社
会
雇
用
創
造

事
業

新
た
な
一
歩
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

事
務
局

　

電
話
０
２
４-

９
２
３-

１
９
１
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４-

９
３
８-

２
３
２
８

　

担
当
者　

妹
尾

 

大
新
東
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
㈱
福
島
営
業
所

 

川
内
村

　

役
場
日
直
員
募
集

25
年
３
月
31
日

業 

務
時
間

：

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
、
年

末
・
年
始
の
休
日

 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

委  

託 

料

：

面
接
時
に
提
示
し
ま
す
。

　

 （
健
康
保
険
料
お
よ
び
年
金
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
る
方
に
は
、
負
担
額
の
一
部
を

村
が
負
担
し
ま
す
。）

募 

集
条
件

：

本
村
に
住
所
を
有
し
、
健
康
で

年
間
業
務
に
従
事
で
き
る
方
。

受 

付
期
間

：

平
成
24
年
７
月
１
日
～
７
月
17

日
ま
で

　

（
執
務
時
間
内
）

受
付
場
所

：

川
内
村
役
場　

総
務
課

応 

募
方
法

：

役
場
総
務
課
に
準
備
し
て
あ
る

申
込
書
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
、
履
歴

書
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法

：

書
類
審
査
お
よ
び
面
接
に
よ

る
。

　

  （
面
接
日
は
応
募
者
に
後
日
通
知
し
ま

す
。）

問 

合 

せ

：

川
内
村
役
場
総
務
課
総
務
係

　

電
話
３
８-

２
１
１
１

　

村
で
は
、
平
成
24
年
度
の
役
場
日
直
員
を

次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種

：

役
場
庁
舎
日
直
員　
　

１
名

委 

託
期
間

：

平
成
24
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
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◆お知らせ

住
宅
内
部
等
清
掃(

除
染)

に

伴
う
資
材
の
配
布
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
住
宅
内
部
や
外
部
の
清
掃
（
除

染
）
の
た
め
の
資
材
と
し
て
各
世
帯
ご
と
に

配
布
し
て
お
り
ま
す
。
各
行
政
区
ご
と
に
集

会
所
へ
資
材
を
配
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

資
材
の
受
け
取
り
に
つ
い
て
は
、
各
行
政
区

長
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
配
布
物
・
使
用
方

法
及
び
処
分
方
法
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
配
布
物
（
一
世
帯
）

１
．
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
厚
手
）
10
枚

２
．
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
薄
手
）
10
枚

３
．
マ
ス
ク　
　
　
　
　
　

５
枚

４
．
タ
オ
ル　
　
　
　
　
　

１
袋（
50
枚
入
）

○
使
用
方
法
及
び
処
分
方
法

１
．
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
厚
手
）
に
は
自
宅
周
り

の
側
溝
な
ど
の
土
砂
な
ど
を
入
れ
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
袋
は
自
宅
周
り
に
置
き
、
水

が
入
ら
な
い
よ
う
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
薄
手
）
に
は
自
宅
周
り

の
木
の
葉
や
雑
草
な
ど
を
い
れ
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
袋
は
自
宅
周
り
に
置
き
、
水
が

入
ら
な
い
よ
う
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．
マ
ス
ク
は
自
宅
の
除
染
を
す
る
際
に
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。
使
用
後
は
一
般
ゴ
ミ

と
し
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。（
双
葉
地

方
広
域
圏
組
合
専
用
燃
え
る
ゴ
ミ
用
袋

へ
）

４
．
タ
オ
ル
は
水
を
含
ま
せ
自
宅
内
の
掃
除

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
前
11
時

　
　
　
　
　

７
月
26
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

③
郡
山
市 

若
宮
前 

仮
設
住
宅
集
会
所
会
場

　

●
日
時　

７
月
５
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　

７
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
前
11
時

　
　
　
　
　

７
月
31
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

④ 

郡
山
市 

南
１
丁
目 

仮
設
住
宅
集
会
所
会

場

　

●
日
時　

 

７
月
２
日
（
月
）、９
日
（
月
）、

23
日
（
月
）、
29
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

⑤ 

い
わ
き
市 

四
倉
鬼
越 

い
わ
き
市
四
倉
鬼

越
応
急
仮
設
住
宅
談
話
室

　

●
日
時　

 

７
月
７
日
（
土
）
お
よ
び
15
日

（
日
）
の
２
日
間

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

か
わ
う
ち
復
興
ラ
イ
ブ

「
燕
楽
」
の
開
催

　

帰
村
し
た
川
内
村
を
応
援
し
よ
う
と
、
本

村
出
身
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
ら
で
つ
く
る

「
猪
苗
代
湖
ズ
」
の
メ
ン
バ
ー
渡
辺
俊
美
さ

ん
は
、
ソ
ロ
の
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
ラ
イ
ブ
を

「
燕
楽
」（
え
ん
ら
く
）
と
い
う
名
の
も
と
に

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ラ
イ

ブ
で
は
、
か
つ
て
暮
ら
し
た
こ
と
の
あ
る
富

に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
使
用
後
は
一
般

ゴ
ミ
と
し
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。（
双

葉
地
方
広
域
圏
組
合
専
用
燃
え
る
ゴ
ミ
用

袋
へ
）

※
ビ
ニ
ー
ル
袋
は
、
除
染
受
託
業
者
が
自
宅

の
除
染
に
こ
ら
れ
た
と
き
に
回
収
し
ま

す
。
除
染
が
終
わ
っ
て
い
る
自
宅
に
つ
い

て
は
、
お
手
数
で
す
が
近
く
で
除
染
作
業

を
し
て
い
る
業
者
の
と
こ
ろ
ま
で
持
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
ご
協
力

お
願
い
致
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

　

川
内
村
役
場　

復
興
対
策
課　

除
染
係　

　


０
２
４
０-

３
８-

３
８
０
４

７
月
の
東
京
電
力
㈱

補
償
相
談
窓
口
の
開
設

　

東
京
電
力
㈱
で
は
、
次
の
日
程
で
賠
償
金

請
求
に
関
す
る
補
償
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
相
談
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京
電
力

㈱
か
ら
郵
送
さ
れ
た
「
補
償
金
請
求
の
ご
案

内
」な
ど
の
関
係
資
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
川
内
村
役
場
（
２
階
会
議
室
）
会
場

　

●
日
時　

 

７
月
10
日
（
火
）、
24
日
（
火
）

の
２
日
間　

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

② 

郡
山
市 

稲
川
原 

仮
設
住
宅
集
会
所
会
場

　

●
日
時　

 

７
月
10
日
（
火
）　

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　

 

７
月
20
日
（
金
）

岡
町
の
現
在
の
姿
を
想
像
し
て
書
い
た
曲
も

演
奏
い
た
し
ま
す
。
多
く
の
村
民
の
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
ラ
イ
ブ
開
催
日
時

　

７
月
28
日
（
土
）
午
後
２
時
（
約
90
分
）

●
ラ
イ
ブ
開
催
場
所

　

か
わ
う
ち
の
湯
「
大
広
間
」

　

ラ
イ
ブ
は
無
料
で
す
が
、
入
浴
料
と
し
て

２
０
０
円
が
か
か
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
復
興
対
策
課　


３
８-

２
１

１
２
で
す
。

福
島
県
弁
護
士
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

福
島
県
弁
護
士
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
平

成
23
年
７
月
１
日
よ
り
「
震
災
原
発
無
料
面

談
相
談
」
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

平
成
24
年
６
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
、
終
了

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、「
震
災
原
発
無
料
電
話
相
談
」
は
、

継
続
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
各
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
法
テ
ラ
ス
の
震
災
相
談
援
助
を
利
用
し
て

の
無
料
法
律
相
談
」
お
よ
び
「
原
子
力
発
電

所
事
故
被
害
者
救
済
支
援
セ
ン
タ
ー
で
受
け

付
け
る
各
法
律
事
務
所
に
お
け
る
無
料
法
律

相
談
」
は
、
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
利
用
の

際
は
、
各
問
合
せ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
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お知らせ◆

○
震
災
原
発
無
料
電
話
相
談

　


０
２
４-

５
３
４-

１
２
１
１

　


０
２
４-

９
２
５-

６
５
１
１

　


０
２
４
２-

２
７-

２
５
２
２

　


０
２
４
６-
２
５-

０
４
５
５

　

平
日
14:

00
時
か
ら
16:

00
ま
で

○ 

法
テ
ラ
ス
の
震
災
相
談
援
助
を
利
用
し
て

の
無
料
法
律
相
談

福
島
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　


０
２
４-

５
３
６-

２
７
１
０

　

平
日
９:

00
時
か
ら
17:

00
ま
で

郡
山
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　


０
２
４-

９
３
６-

４
５
１
５

　

平
日
９:

00
時
か
ら
17:

00
ま
で

い
わ
き
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　


０
２
４
６-

２
２-

１
３
２
０

　

平
日
９:

00
時
か
ら
17:

00
ま
で

会
津
若
松
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　


０
２
４
２-

２
７-

０
２
６
４

　

平
日
９:

30
時
か
ら
17:

00
ま
で

白
河
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　


０
２
４
８-

２
２-

３
３
８
１

　

平
日
10:

00
時
か
ら
17:

00
ま
で

相
馬
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　


０
２
４
４-

３
６-

４
７
８
９

　

平
日
10:

00
時
か
ら
17:

00
ま
で

○ 

原
子
力
発
電
所
事
故
被
害
者
救
済
支
援
セ

ン
タ
ー
で
受
け
付
け
る
各
法
律
事
務
所
に

お
け
る
無
料
法
律
相
談

　


０
２
４-

５
３
３-

７
７
７
０

　

平
日
10:

00
時
か
ら
15:

00
ま
で

域
に
あ
る
土
地
や
家
屋
に
対
し
て
は
本
年
度

納
付
額
の
10
分
の
５
を
減
免
し
ま
す
。

◆
軽
自
動
車
税　

　

次
の
対
象
車
種
に
つ
い
て
は
、
全
額
免
除

と
し
ま
す
。

減
免
対
象
車
種

原
動
機
付
自
転
車

２
輪
車

小
型
特
殊
自
動
車

原
付
３
・
４
輪
車

◆
国
民
健
康
保
険
税　

　

国
民
健
康
保
険
税
条
例
第
1
条
に
規
定
す

る
世
帯
主
に
課
す
る
本
年
度
の
、
国
民
健
康

保
険
税
は
、
全
額
減
免
と
し
ま
す
。

◆
介
護
保
険
料

　

介
護
保
険
法
第
９
条
第
1
号
に
規
定
す
る

第
1
号
被
保
険
者
に
対
し
て
課
す
る
介
護
保

険
料
を
全
額
免
除
し
ま
す
。

　

尚
、
各
税
の
課
税
時
期
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
と
し
ま
す
。

住
民
税
は
（
特
別
徴
収
）
７
月
課
税
８
月
か

ら
10
期
で
納
付
、（
普
通
徴
収
）
８
月
課
税

で
４
期
で
納
付

固
定
資
産
税
は
８
月
課
税
で
４
期
で
納
付

軽
自
動
車
税
は
７
月
課
税
で
１
期
で
納
付
と

な
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
と
介
護
保
険
料
に
つ
い

て
は
、
税
額
な
ど
の
決
定
通
知
は
送
付
し
ま

す
が
、
全
額
減
免
と
な
り
ま
す
。

～
村
税
の
減
免
で
被
災
者
生
活
支
援

原
子
力
発
電
所
事
故
で
減
免
条
例
制
定
～

平
成
24
年
度
の
村
税
な
ど
の

減
免
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
及
び
原
子
力
災
害
に
よ

る
、
住
民
生
活
の
安
定
と
維
持
の
た
め
の
支

援
と
し
て
昨
年
に
引
き
続
き
平
成
24
年
度
の

住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
の
村
税
な
ど

の
免
除
、
軽
減
の
措
置
を
実
施
し
ま
す
。

◆
村
県
民
税　

　

個
人　

平
成
23
年
中
の
合
計
所
得
金
額

減
免
割
合

３
０
０
万
以
下

全　
　

額

３
０
０
万
円
を
超
え

　

４
０
０
万
以
下

10
分
の
９

４
０
０
万
円
を
超
え

　

５
０
０
万
以
下

10
分
の
7.5

５
０
０
万
円
を
超
え

　

７
５
０
万
以
下

10
分
の
５

７
５
０
万
円
を
超
え

　

１
、０
０
０
万
円
以
下

10
分
の
2.5

法
人

　

災
害
に
よ
り
休
業
に
な
っ
た
法
人
に
つ
い

て
、
休
業
届
け
の
提
出
が
あ
っ
た
法
人
に
つ

い
て
、
法
人
村
民
税
の
均
等
割
を
減
免
し
ま

す
。

◆
固
定
資
産
税

　

 

旧
警
戒
区
域
に
あ
る
土
地
及
び
家
屋
に

つ
い
て
は
全
額
減
免
と
し
、
そ
れ
以
外
の
地

７
月
９
日
か
ら
外
国
人
の
方

に
も
住
民
票
が
で
き
ま
す

　

平
成
24
年
７
月
９
日
よ
り
、
現
在
の
外
国

人
登
録
法
が
廃
止
さ
れ
、
新
し
い
在
留
管
理

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

外
国
人
の
方
も
、
今
ま
で
の
記
載
事
項
証
明

書
で
は
な
く
住
民
票
が
発
行
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

現
在
、
川
内
村
に
住
所
の
あ
る
外
国
人
の

方
へ
、
仮
住
民
票
を
簡
易
書
留
で
お
送
り
し

て
い
ま
す
。
仮
住
民
票
と
は
、
新
し
い
住
民

票
に
記
載
さ
れ
る
内
容
を
確
認
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
も
し
、
内
容
に
間
違
い
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
７
月
８
日
ま
で
に
川
内
村
役
場

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
内
容
に
間
違
い

が
無
け
れ
ば
、
特
別
な
手
続
き
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。）

　

ま
た
、
現
在
お
持
ち
の
「
外
国
人
登
録
証

明
書
」
は
、
在
留
期
間
更
新
の
と
き
に
新
し

い
「
在
留
カ
ー
ド
」
と
い
う
カ
ー
ド
に
変
更

と
な
り
ま
す
（
永
住
者
の
方
は
７
月
９
日
以

降
３
年
以
内
に
入
国
管
理
官
署
で
交
付
申
請

が
必
要
で
す
）。
そ
れ
ま
で
は
、
現
在
の
外

国
人
登
録
証
明
書
が
在
留
カ
ー
ド
の
代
わ
り

と
な
り
ま
す
の
で
、
７
月
９
日
以
降
も
大
切

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
次

の
連
絡
先
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

住
民
課　


３
８-

２
１
１
３
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◆お知らせ

避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
と

居
住
制
限
区
域
内
に
ご
自
宅

の
あ
る
皆
さ
ま
へ

　

自
宅
へ
帰
ら
れ
た
際
は
次
の
こ
と
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

○ 

貴
重
品
な
ど
の
大
切
な
も
の
は
、
忘
れ
ず

に
持
ち
帰
る
こ
と
。

○
戸
締
り
を
し
っ
か
り
す
る
こ
と
。

○
照
明
を
使
用
し
た
時
は
必
ず
消
す
こ
と
。

　

こ
の
区
域
内
を
防
犯
の
た
め
夜
間
福
島
県

警
察
本
部
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
昼
間
、
蛍
光
灯
を
使
い
、
消
す
の
を
忘

れ
て
帰
っ
て
し
ま
う
と
、
夜
は
家
の
中
が
明

る
く
、
不
審
者
が
侵
入
し
て
い
る
誤
解
を
招

き
ま
す
の
で
、
照
明
を
使
用
し
た
時
は
必
ず

消
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、家
の
明
か
り
が
つ
い
て
い
た
時
は
、

警
察
で
不
審
者
が
侵
入
し
て
い
る
か
家
の
中

を
確
認
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
警
察
か
ら
役
場
に
報
告
が
あ

り
、
役
場
か
ら
ご
本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

「
マ
イ
バ
ッ
ク
推
進
デ
ー
」

に
つ
い
て

　

県
で
は
、平
成
24
年
７
月
よ
り
毎
月
８
日
、

９
日
を
「
マ
イ
バ
ッ
ク
推
進
デ
ー
」
と
設
定

し
、
マ
イ
バ
ッ
ク
の
持
参
を
推
進
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
レ
ジ
袋
1
枚
を
節
減
す
る
こ
と

で
18
・
３

の
石
油
が
節
約
で
き
、
そ
の
こ

と
が
地
球
温
暖
化
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、県
で
は
「
マ
イ
バ
ッ
ク
推
進
デ
ー
」

の
協
力
店
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
申
込
み
お

問
い
合
わ
せ
は
、
県
環
境
共
生
課
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

県
庁
環
境
共
生
課


０
２
４-

５
２
１-

７
２
４
８


０
２
４-

５
２
１-

７
９
２
８

メ
ー
ル kyousei@pref.fukushima.lg.jp

担
当
者　

笠
原

川
内
村
不
法
投
棄
監
視
員
委
嘱

　

不
法
投
棄
監
視
員
が
委
嘱
が
さ
れ
ま
し

た
。

　

不
法
投
棄
監
視
員
は
、
不
法
投
棄
の
早
期

発
見
や
未
然
防
止
の
た
め
に
、
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

任
期
は
平
成
24
年
６
月
１
日
か
ら
平
成
26

年
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
監
視
員

は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
区 

大
山　

義
春

２
区 

秋
元　

甫
啓

３
区 

猪
狩　

紀
元

４
区 

西
山　

勲
夫

５
区 

宗
像　
　

務

６
区 

猪
狩　

誠
光

７
区 

菅
野　

良
一

８
区 

秋
元　
　

通

バ
ス
カ
ー
ド
販
売

　

商
工
会
館
内
の
川
内
村
観
光
協
会
で
は
常

磐
交
通
と
福
島
交
通
の
10
％
の
プ
レ
ミ
ア
付

き
バ
ス
カ
ー
ド
を
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

　

ゆ
ふ
ね
を
出
発
し
て
役
場
前
を
通
り
農
協

前
か
ら
都
路
・
船
引
駅
へ
と
行
く
コ
ー
ス
と

神
俣
駅
と
小
野
駅
へ
と
行
く
コ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。

　

バ
ス
カ
ー
ド
は
福
島
・
郡
山
市
内
な
ど
や

い
わ
き
市
内
な
ど
で
も
ご
使
用
に
な
れ
、
65

歳
以
上
の
方
に
は
シ
ル
バ
ー
割
引
制
度
な
ど

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

　

バ
ス
カ
ー
ド
は
平
日
の
午
前
９
時
よ
り
午

後
５
時
ま
で
販
売
し
て
お
り
、
復
興
商
品
券

で
も
お
買
い
求
め
に
な
れ
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
川
内
村
観
光
協
会

３
８-

２
３
４
６
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
川
内
村
で
は
、
村
内
を
運
行
し
て

い
る
生
活
路
線
バ
ス
利
用
者
の
、
運
賃
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
運
賃
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。
申
請
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

復
興
対
策
課
復
興
係

３
８-

２
１
１
２
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、

生
活
バ
ス
を
ご
利
用
し
た

時
は
、
必
ず
領
収
書
な
ど

の
証
明
書
を
発
行
頂
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院 

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

「
Ｃ
Ｔ
撮
影
に
よ
る
内
臓
脂
肪
量
測
定
検

査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。」

　

内
臓
脂
肪
面
積
１
０
０
平
方
㎝
以
上
は
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪

症
候
群
）
の
診
断
で
は
、「
要
注
意
」
の
基

準
値
で
す
。
腹
囲
測
定
の
場
合
、
男
性
は
85

㎝
、
女
性
は
90
㎝
以
上
が
こ
の
基
準
値
に
相

当
し
ま
す
。

　

当
病
院
で
行
っ
て
い
る
検
査
は
、
Ｃ
Ｔ
撮

影
で
腹
囲
を
数
分
撮
影
す
る
だ
け
で
、
撮
影

し
た
断
面
画
像
か
ら
、
内
臓
脂
肪
と
皮
下
脂

肪
の
面
積
を
正
確
に
測
定
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

お
腹
周
り
が
気

に
な
る
方
に
と
っ

て
は
、
ご
自
身
の

皮
下
脂
肪
と
内
臓

脂
肪
の
状
態
を
知

る
の
に
最
適
な
検

査
で
す
。

◆
申
込
方
法

　

◇ 

完
全
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
お

電
話
ま
た
は
当
病
院
受
付
窓
口
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

◇ 

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院　

医
事
課


０
２
４
７-

７
２-

３
１
８
１

「ＣＴ装置」
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お知らせ◆

　ごみの出し方のルールは、市町村ごとに異なります。
　いわき市のごみ出しの基本ルールを守って、ごみを出すようお願いします。

いわき市のごみの出し方について、詳しくは、市公式ホームページ「家庭ごみのわけ方・出し方」

（トップページhttp://www.city.iwaki.fukushima.jp/の検索欄に入力）をご覧ください。

いわき市のごみの出し方について、詳しくは、市公式ホームページ「家庭ごみのわけ方・出し方」

（トップページhttp://www.city.iwaki.fukushima.jp/の検索欄に入力）をご覧ください。

いわき市に避難されている皆様へ

時間を守りましょう

ごみ出しの基本ルール

Ｑ 古紙の回収日に雨が降った
   場合はどうなるのか？

Ｑ 大型ごみの出し方は？

Ｑ かんとペットボトルは
   同じ袋に入れていいの？

Ｑ ペットボトルにキャップと
　 ラベルが付いたままごみ
　 に出していいの？

Ｑ 容器包装プラスチックと製
   品プラスチックの違いは？

Ａ お住まいの地区の大型ごみ受付センターへ電話で収集の申し込みをして下さい。また、収集は
   有料になりますので、申し込み後にコンビニエンスストア等で大型ごみ納付券を購入してください。
　　【申し込み先】
　　・　平、内郷、四倉、小川、好間、三和、川前、久之浜 大久地区     ⇒　電話 0246-34-0053
　　・　小名浜、勿来、常磐、遠野、田人地区　　　　　　　　　　　　　　　　 ⇒  電話 0246-92-0053

Ａ　はい。大丈夫です。
    なお、びん類は「かん類・ペットボトル」と同じ収集日になりますが、「かん類・ペットボトル」と
    分けて袋に入れて出してください。

Ａ  出すことはできません。
     必ずキャップとラベルをはずし、はずしたキャップとラベルは「容器包装プラスチック」の日に出し
     てください。

Ａ　「容器包装プラスチック」は（ 　　 ）マークがあるものになります。
　　 「製品プラスチック」は、バケツ、ざる等、(      ）マークがなく、紙、木、金属等他の素材が複合し
     ていない硬いプラスチックだけで出来ているものになります。

Ａ　翌週の同じ曜日に延期になります。また、延期した日が雨の場合は、当月は中止になり、翌月
     の回収日になります。 
     なお、古紙回収の有無は、ＦＭいわき（76.2MHz)をお聞きいただくか、環境整備課または最寄
　　 りの支所へお問い合わせください。
     【放送時刻】　月～金曜日…朝７時43分頃　　・土曜日…午前７時59分頃

よくある質問Ｑ＆Ａ

　ごみの分別を確認しましょう。

　収集する日は、「家庭ごみの収集カレンダー」で確認

しましょう。( 地域によって収集する日が異なります。)
※家庭ごみの収集カレンダーは市内各支所 ・ 環境整備課で配布

しています

　ルール違反のごみには、ステッカー

を貼っていますので、内容を

確認してください。

　ごみを出す場所は、お住まいになっている地区で決

められた集積所です。

　出す場所が分からない場合は、近所の方にお尋ねく

ださい。

　集積所は、利用する皆さんで協力して

管理されています。ご自分の集積所

以外には出さないでください。

必ず収集日の当日、朝８時３０分までに出してください。

収集量や道路状況などにより収集時間は変わりますの

で、ご了承ください。

収集した後に出されたごみは、

取り残されてしまいます。

　ごみを出す袋は、大きさが ７０cm×５０cmで無色透

明のポリエチレン製の「市規格袋」をご使用ください。

　ただし、古紙類は袋に入れず、ひもで十字にしばっ

て出してください。

　また、その他の紙は、紙袋等に入れて

出してください。

(家庭で１回に出せる量は２袋程度です。)
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社会福祉協議会◆

商
品
券
に
よ
る
公
共
料
金
や

村
税
等
の
支
払
い
に
つ
い
て

　

川
内
村
商
工
会
で
発
行
し
て
い
る
復
興
商

品
券
で
、
次
の
川
内
村
の
公
共
料
金
や
村
税

な
ど
の
支
払
い
が
可
能
で
す
。

・ 

公
共
料
金

　

 

村
営
住
宅
使
用
料
、
草
地
使
用
料
、
土
地

貸
付
料
、
保
育
料
、
農
業
集
落
排
水
使
用

料
、
育
英
奨
学
資
金
償
還
金
、
村
営
の
各

種
施
設
使
用
料

・
村
税
な
ど

第
６
期

興
学
塾
が
開
講

　子どもたちの基礎学力の向上と家庭学習

の習慣づけ、自学自習の定着により、子ど

もたちが自信を持って地域社会に大きく羽

ばたける環境づくりを目的とした「かわう

ち興学塾」第６期スタートに伴い、５月19

日に村コミュティセンターで開講式が行わ

れました。

　塾長の石井芳信教育長からあいさつがあ

り、塾生を代表して川内中３年秋元直彦く

んが誓いの言葉を述べました。

　村コミュティセンターで、毎週土曜日50

分授業の３時限行います。

　今年度からは、特に中学生はネット学習

に重点を置き、小学生は３年生以上を対象

に、小学生の英会話を取り入れています。

★
TOP I CS

★

◆お知らせ／★TOP I CS
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金
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券
を
ご
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用
く
だ
さ
い
。

　

６
月
６
日
よ
り
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
復

興
商
品
券
は
、
予
定
数
量
に
達
し
ま
し
た
の

で
販
売
を
終
了
し
て
い
ま
す
。
次
回
は
８
月

１
日
に
発
行
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
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合
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務
課
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務
係

　
　
　
　
　


３
８-

２
１
１
１

　県では、次の世代に継承

していく事を目的として、

東日本大震災や原子力災害

などの体験、記憶、記録、

教訓を募集しています。                                      

　御協力いただける方は、

福島県歴史資料館、電話

０２４- ５３４- ９２２０

までご連絡をお願いします。ファックスや電子メー

ルでも受け付けます。

問　合　せ　福島県歴史資料館

電　　　話　０２４-５３４-９２２０         　

ファックス　０２４-５３４-９１９５         　

メ  ー  ル  office@history-archives.fks.ed.jp

募集

東日本大震災等の
記 録 や 体 験 談 を
募 集 し て い ま す。
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株式会社菊池製作所と工場立地基本協定締結

　去る６月６日、役場において「川内村」と「株

式会社菊池製作所（本社：東京都八王子市、菊

池功社長）」は、武義弘相双地方振興局長の立

ち会いのもと、工場立地に関する基本協定書を

取り交わしました。

　株式会社菊池製作所は、1970年の創業以来

「トータル試作メーカー」として、開発・試作・

量産を行う総合製造業であり、県内では飯舘

村、二本松市に続き本村が三か所目の工場立地

となります。工場は富岡高校川内校跡地を改修

した後、11月を目途に同社が国内外で特許を持

つアルミの精密鋳造技術「アルミ・ホットチャ

ンバー・ダイカスト」などを用いた加工・製造

を行います。

　今回の工場立地により50人程度の雇用が予定

されており、村の復興を後押しするうれしい

ニュースとなりました。

■役場復興対策課　復興係　0240-38-2112

　去る５月27日（日）小学校体

育館において、桧山高原にて風

力発電施設を運営している株

式会社ジェイウインド主催に

よりふれあいミニコンサート

を開催しました。

　ソプラノ歌手でＮＨＫの番

組等で活躍している江原陽子

さん、フルート奏者で東京フィルハーモニー交

響楽団にてご活躍された糸井正博さん、西洋音

楽で用いられるハープの奏者で数々の賞を受賞

している景山梨乃さんが、「大きな古時計」や

「ビリーブ」、子供に大人気のアニメ「となりの

トトロ」のテーマ曲など全10曲を披露していた

だきました。

　来場者は、フルートとハープのうつくしい音

色に聞き惚れながら、また江原さんと一緒に

歌ったりと手拍子したりと楽しい時間を過ごし

ました。

うつくしい音色に感激！ふれあいミニコンサート
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川内村有害狩猟鳥獣

捕獲隊委嘱状交付式

　平成24年５月28日（月）、川内村役場大会議

室において、川内村有害狩猟鳥獣捕獲隊委嘱状

交付式が行われました。

　捕獲隊は、田畑や森林等を荒らす鳥獣を捕獲

することを目的としており、今年度は９名の隊

員に委嘱状が交付されました。任期は平成24年

５月28日から平成25年３月31日までとなります。

　隊員は次のとおりです。

隊　　長　秋元公男

副 隊 長　松本昌也

庶務会計　猪狩誠光

監　　査　西山和利、西山利夫

隊　　員　秋元峯之、奥村三郎、渡邉一夫、

　　　　　大和田光男

　今年一年間よろしくお願いいたします。

隊長の
秋元公男さん

ゲートボールの集い

　帰村した方が集まり、上川内第１区集会場

でゲートボールが行われています。 

　今年の４月頃から、しゃくなげクラブ会長

の三瓶新多郎さんと、クラブメンバーを中心

に、ゲートボールに参加したい方達が、集まっ

てゲートボールを楽しんでいます。

　現在は、週に２日、月曜日と金曜日の午前

８時頃に集まり、11時ぐらいに終わっていま

すので、参加したい方は、是非、お集まり下

さい。

　皆さん楽しそうにプレーしていました。

　平成24年６月４日（月）、川内村役場応接室

で東京三鷹ロータリークラブからの大型テント

贈呈式が行われました。

　贈呈式では、村長の挨拶、東京三鷹ロータリー

クラブ伊藤会長の挨拶があり、式終了後、テン

トを視察しました。

　テントは、２張り、大型のものを、郡山北ロー

タリークラブの仲介でいただきました。

　村の行事などで、機会があれば利用していき

ます。

 ありがとうございました。

大型テント贈呈
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水車が出来ました

　人の駅川内（旧三小）の前にある水路に、

小野田眞吾さんと有志により水車が作られま

した。

　小野田さん達が、人の集まる場所を提供し

たい、水車が回るように、川内村がもとに戻

るという夢への想いを込めて作りました。完

成したのは、５月の中頃、水車の車部分が作

成に３カ月と一番苦労したようでした。

　すぐ側には、テーブルと椅子が設置してあ

ります。水車が回るのを見ながら一服するの

も良いですね。

下川内応急仮設住宅50戸が完成、
６月11日から入居開始

　原子力事故による避難に伴う下川内応急仮設

住宅が福島県の工事として進められ、このほど

完成し６月11日から入居が開始しました。

　本村での応急仮設住宅の建設は初めてで、本

村宮渡地内に本年２月から工事が行われ、25棟、

50戸の住宅が竣工し６月７日には福島県から引

き渡しを受けたところです。

　この応急仮設住宅は１月末の帰村宣言により

旧警戒区域の方も一緒に村に戻ろうとのことか

ら建築されました。

　この仮設住宅の募集を行い応募が超過したこ

とから旧警戒区域の方の優先項目を高くし入居を

決定したところです。

　当初の入居決定では、結果的に旧警戒区域の

方が49戸、旧緊急時避難準備区域の方が１戸と

なりました。

　６月７日には入居者の説明会を行い11日から

入居を開始されていますので宮渡地区の皆さん

や関係者の方には多大のご理解をお願いしま

す。
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あたたかい心が伝わる福祉のむらづくりをめざして！
平成23年度社会福祉協議会

事業･決算報告

◎ビックパレットふくしまでの活動

　　避難所内高齢者支援

　　　３月23日から避難所内の高齢者の支援を開始。

　　　館内聞き取り調査→介護ニーズの把握

　　　市内２ヶ所のデイサービスセンターから浴室の無料提供を受ける。

　　　入浴希望者を募り富岡社協と連携し入浴介助実施。

　　　週３回、延べ70名程度

　　　　　　　　　　　　　　　
　　　４月上旬避難所内でノロウィルス流行。感染防止を考慮し一時休止。

　　　　　　　　　　　　　　　
　　　郡山市内医師会の介護医療病院から入浴介助の提供を受けられるよう

　　　になり職員が送迎する。　

　　　　　　　　　　　　　　　
　　　高齢者いきがいデイ（機能訓練、栄養改善等）や郡山市内各避難所、

　　　施設、川内在住高齢者宅を訪問し、避難者のニーズや福祉相談、傾聴

　　　を行いながら情報等も提供する。

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　被災者生きがい支援として避難生活での生活不活発化の解消を図るた

　　　め日帰り旅行などを実施し、屋外での活動機会を作る。

　　　　　　　　　　　　　　　
　　　 社協独自の機関誌を発行し、各避難所や現在の川内の状況などを掲載

して避難住民へ情報を発信し繋がりを持つ。

◎高齢者サポート拠点（あさかの杜ゆふね）での活動

　　高齢者サポート拠点の設立

　　　県の高齢福祉課が主体となり、南１丁目仮設住宅設置と共に仮設住宅

　　　に生活する高齢者に対して介護サービスを提供し、単身高齢者や障が

　　　 い者等の孤立を防止すると共に、仮設住宅住民相互による見守りや支

え合いを行なう拠点として設置された。

　　介護保険事業の再開

　　　通所介護、訪問介護、居宅介護の３部門が事業を再開する。　

　　　（川内、富岡の仮設住民及び借り上げ住宅の要支援・要介護者対象）

　　サポート拠点でのサービス内容

　　　　◎総合相談…仮設住宅に居住する高齢者等に日常生活に関する

　　　　　総合相談。必要に応じて日常生活の生活指導を行なう。

　　　　◎配食サービス…高齢者世帯等を対象に週１回（毎週水曜）に

　　　　　　　　　　　　　配食サービスを行なう。

　　　　◎地域交流サロン…仮設住宅に入居し慣れない環境の中で生活し

　　　　　　　　　　　　　ている高齢者が気軽に集う場となり、お互い

　　　　　　　　　　　　　に交流を深めることで、心身の健康、閉じこ

　　　　　　　　　　　　　もり、孤立の防止を図る。

　　　　　　　　　　　　　実施回数66回（週３回）延べ人数724名

会費収入
0%

配分金収入
1%

補助金収入
36%

事業収入
7%

繰越金収入
11%

受託金収入
0%

経理区分繰入金
29%

雑収入他
16%

一般会計収入総額
169,366,454円

一般会計支出総額
130,814,631円

収支差額
38,551,823円

（次年度繰越）

法人運営費
57%

通所介護事業
26%

訪問介護事業
6%

居宅介護支援事業
10%

共同募金配分金事業
1%

生活援助資金
貸付事業
0%

社会福祉協議会◆
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　この度、Ｈ22年４月より当診療所所長を務めて参

りましたが、諸事情により、６月30日をもって退職

することとなりました。川内村では、診療所所長と

して村民の健康維持・管理に力を尽くしてまいりま

した。今後、川内村の復興をお祈りし、ご挨拶とさせていただきます。

村民の皆さまもお身体に気を付けお元気でお過ごしください。

・渡邉順一郎　様　（ 田ノ入 ）　　故渡邉　孝一様ご遺志

・遠藤ケサ子　様　（ 後谷地 ）　　故遠藤　勝夫様ご遺志

・大和田一夫　様　（ 上ノ台 ）    故大和田永喜様ご遺志　

・渡邊八重子　様　（　 原 　）    故渡邊　三夫様ご遺志

　６月号の【善意のご寄付】で、横田弘之様の住所が林になって

　おりました。沢の間違いです。訂正してお詫びいたします。

・望月威男様（田村市）　　　　・望月隆司様（田村市）

　（株）フタバ会長　　　　　　　（株）フタバ代表取締役

ご遺志金

一般ご寄付

　５月30日京都のボランティアグループTUNAGARI京都、京料理

しんざん８名が、帰村宣言をした本村の住民を元気づけようと

来村され、役場コミュニティーセンターの駐車場において正午

より140食のラーメンがふるまわれました。また、米100㎏とマ

スクの贈呈を受けました。ありがとうございました。

京都よりボランティアが来村 壬生ラーメン140食がふるまわれました。

～川内村国民健康保険診療所　所長退任のご挨拶～

鈴木　高 先生退任

～川内村国民健康保険診療所　所長就任のご挨拶～

佐藤　正憲 先生就任
  川内村のみなさん、こんにちは。

　今年の７月からお世話になる佐藤正憲です。震災前は富岡町で「さくらクリニック」を開業

しておりました。震災後はビッグパレットふくしまの救護所でボランティア活動をし、その後

は寿泉堂病院に勤務しておりました。

　川内村が周辺の市町村に先駆けて帰村宣言をした時には陰ながらガンバッテと応援していましたが、自分自身が

放射線被害を少なからず受けた地域に赴くことになるとは余り考えてはいませんでした。しかし、村長さんをはじ

め関係の皆さんの熱意に心を動かされ、微力ではありますが村の復興への一助になれればと思うに至りました。

　私の第一の任務は放射線障害の実際を把握し調査することと将来的な村民の健康管理・維持を確保することと考

えております。また、村民の方々に安心できる医療の提供・充実を目指し、施設・設備の新規導入や診療時間の見

直し・改正等について村と協議していくつもりです。

　自然に囲まれた素晴らしい環境と聞いておりましたが予想以上に緑が鮮やかで新しい生活に慣れるのは大変かと

も思いますが、以前から川内村の方々には知った顔がおられ、何とか楽しく暮らせればと考えております。

　最後に、私の我儘で７月以降も富岡町大玉仮設診療所での勤務（毎週月曜日）を御許可いただきまして、村長さ

んはじめ村民の方々に感謝申し上げます。それでは、よろしくお願いいたします。
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　６月４日は、虫歯の日かと思っていまし

たが、正式には、虫歯予防デーでした。現

在は、歯の衛生週間の初日になっています。

1928年から虫歯予防デーが実施され、名称

が色々変更し、1958年から歯の衛生週間に

なったようです。歯医者には、歯が痛くなっ

てから、診てもらいに行くことが多いので

すが、虫歯予防・早期発見のため、一年に

一回くらいは健診を受けたいものです。　

　　　　　　　　　　＜財務係　佐久間＞
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お詫び

 国保診療所より 

内科･歯科休診と専門医による
診察日のお知らせ

ご迷惑をおかけいたしますが、下記のとおり休診にさせて

いただきますのでご了承ください。また、専門医による診

察も予定しておりますので、希望の方はご来所ください。

内科休診

７月９日（月）、23日（月）　終　日

○�７月９日、23日午前の診療は、整形外
科専門医による診察があります。

内　　科

時間休診

７月２日（月）　午　後（医師都合のため） 
７月12日（木）　午　後（往診のため)　 
７月30日（月）　午　後（医師都合のため）

○�７月12日午後の診察は、精神神経科専
門医による診察があります。

歯科休診 ７月17日（火）　終　日（医師都合のため）

歯　　科

時間休診

７月13日（金）　午　後（医師都合のため） 
７月18日（水）　午　前（医師都合のため）

※ 上記「 休診 」と「専門医診療日」は、予定ですので変更す
る場合もありますのであらかじめご了承願います。

　 変更の場合、診療所の受付や診療バスに「お知らせ」を掲示
し、防災無線等　でお知らせいたします。

　日本原子力研究機構（JAEA）では、川内

村にお住まいの方を対象に、ホールボディ

カウンターによる内部被ばく検査を実施し

ます。

●検査場所／ 日本原子力研究開発機構

            （JAEA）

　　　　　　 茨城県那珂郡東海村村松４番

地33

●検 査 日／ 平成24年７月24日、７月27日、

７月31日、８月２日、８月８日、

８月21日、８月29日（※１日あ

たり25名）

●対 象 者／ 川内村民で検査を希望される

方（４歳以上の方）

●申し込み／ 検査希望日の２週間前まで

に、ゆふね　保健福祉課

　　　　　　０２４０－３８－２９４１

　　　　　　までご連絡ください。

●検 査 料／無　料

※ 会場までの送

迎は行いませ

んので、自家用

車や公共交通

機関をご利用

ください。（東

海駅からはバ

スがでます）

村 民 憲 章
一．きまりを守り明るい川内をつくりましょう。 

一．心を合わせ、 楽しい川内をつくりましょう。 

一． 自然を愛し、 住みよい川内をつくりましょう。 

一．健康で、 仕事に励む川内をつくりましょう。 

一． 文化を高め、 心豊かな川内をつくりましょう。 

 （昭和57年1月14日制定） 

村　　章

川内村の 「カ」 「ワ」 の文字を

図案化したもので、 村民の融和

と団結を表し、 村勢の着実な前

進を象徴しています。 

（昭和53年４月制定）

放射線内部被ばく検査
（ホールボディカウンタ検査）

のお知らせ
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H24.5.31現在　世帯数/1,114世帯（前月比0） 人口/男1,444人（前月比-5）　女1,374人（前月比-5） 計2,818人（前月比-10） 


